エルンスト・ベンツ『キリスト教と教会の歴史についてのニーチェの観点』 第一部第四章 訳と解説(上) by 桑原 草子
本稿はまず，エルンストベンツ著『キリスト教と教会の歴史についてのニーチェの観点』第一部
「ニーチェの観点」第四章「教会の背教の諸原因」の前半を訳出し1，次いでテキストに頻出する
heidnisch「異教的」という用語について解説を試みるものである。
I.第四章「教会の背教の諸原因」
それにしても一体誰が，教会にこうした背教の種を蒔いたのか？ そして，教会の背教はどのよう
に進行したのか？
この問に対しては，ニーチェ自身の言葉の中に立派な解答を見出すことが出来る。その解答の中に，
ニーチェの歴史観察の成果が凝縮され要約されているのである。教会の背教を招いた元凶はニーチェ
によれば，イエスの弟子たち自身の中に居る。言い換えれば，十二使徒か，十二使徒の弟子達，ある
いは最初期のキリスト教団のメンバー達の中に居る。ニーチェは，原始キリスト教団に向って「教会
背教の元凶である」という非難を投げつけた。そして，元凶が犯した罪の細目を挙げ，罪状の一つ一
つについて，責めを負うべき特定の使徒を告発するのである。だが，その前にまず使徒全員を告発し
て，次のように説く。
イエスの弟子たちは，師イエスを理解しなかった。理解する代わりに，師を自分たちの矮小な理解
力に合せて縮め，自分たちの偏狭で愚鈍な感受性相応に丸めて受け入れ，彼ら自身の境遇の中へ移し
換えた。そうすることで，自己流に，師イエスを了解したのである。この過程で，イエスの福音は，
細民層の生贄にされ，細民層の迷信の犠牲となった。「下層の念仏屋ども」の手に落ち，彼らの「屁
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著者エルンストベンツ（1907～1978）は，二十世紀中葉，マールブルク大学のキリスト教教会史教義史
の教授の任にあって，多くの著書を著した神学者にして宗教学者。自らは，新教徒（プロテスタント）であっ
た。来日も数度に及び，同志社大学や北海道大学で講義や講演を行った。仏教や禅，インド思想や仏陀につ
いての著作もある。著者ベンツと本稿に取り上げる原著については，以下の拙論に紹介と概説があるので参
照されたい。「エルンストベンツ著『キリスト教と教会の歴史についてのニーチェの観点』第三章 教会
の背教訳と解説」 昭和女子大学 学苑 775号 平成17年5月。なお，本書の第一章と第二章は，以下
の拙論に邦訳を試みた。「エルンストベンツ著『キリスト教と教会の歴史についてのニーチェの観点』（訳）」
学苑 606号 平成2年5月，「エルンストベンツ著『キリスト教と教会の歴史についてのニーチェの観点』
（訳）―二―」 学苑 613号 平成2年11月。
理屈」で捏ね回され，変形された。人間イエス，およびイエスが齎した新たな音信とイエスが示した
新たな生は，ことごとく「細民達」の生贄にされたのである，と。
「キリスト教の創始者たるイエスは，彼が，ユダヤ人社会の最下層およびユダヤ人知性の最下層へ
と赴いたことの報いを受けねばならなかった。ユダヤ人社会の最下層の人々，また，知性の面でユダ
ヤ人の最下層の人々は，イエスを，彼らが把握し得た限りの精神に合せて思い描いた...個人的なも
のの一切および歴史的なものの一切について，その実在を否定するイエスの教えから，一個の救済の
物語，個人の不死の教えなるものを捻り出し，『個人』および『歴史』という貧相なものをそっくり
後生大事に戴いたとは，実に一個の醜聞にほかならない...」
「イエスが示した ・今現在にして常時・・此処にして至る所・2という象徴に，救済伝承が取って代
わった。つまり，心理を表す象徴の代わりに，奇蹟譚が据えられたのである。」3
上に引用したニーチェの発言の中に，ひとつの観点の誕生がうかがえる。そして，その観点こそは
ニーチェの古代史観の大きな特徴をなすものなのである。その観点とは，古代ギリシャ自身の内部に
反異教的〔反ギリシャ的〕4潮流があったとする発見である。生を肯定してきたそれまでの歴史の力
に抗して，生に対して敵対する或る動きが，古典古代自身の内にあったとする発見である。ニーチェ
によれば，生に敵対的なこの動きは，キリスト教の伝来によって初めて始まったのではなく，ずっと
以前から脈打っていたのであり，キリスト教が古典世界に伝播した時には，すでに古典世界全域に浸
透していたのである。ニーチェは，この動きを，先在キリスト教とも ・キリスト以前のキリスト教・5
とも呼んでいる。ニーチェによれば，既にエピキュロスが，この先在キリスト教に対して戦いを遂
行した。ニーチェの言葉を引用すれば「陰鬱にされ，説教漬にされ，罪の感情で身体中をまれ，年
老い，病気になった古代世界に対して戦いを遂行した。」6
ここで是非とも必要となるのは，ニーチェが古代ギリシャ文化の展開と古代ギリシャの宗教の展開
について，その推移をどのように観ていたかについて，彼の歴史観全体を眺望することであろう。け
れども，それをしていると，当面のテーマから大きく逸脱してしまうことになるので，ここではニー
チェのプラトン評価のみを取り上げ，プラトン評価を通してニーチェの歴史観の中核を明らかにし，
それを以って足れりとしたい。ニーチェにとっては，プラトンこそ，古典古代自身の身中に発し育っ
た反異教運動の頭領であった。プラトンは，反異教運動にこの上ない卓越した意味を付与した者であ
る。生に敵対的な反異教運動は，結局は，キリスト教に併呑され，キリスト教は古典古代文化の廃墟
となり，土着宗教7の墓場となるのだが，生に敵対的な因子はすべて既にプラトンの思想に備わり発
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3（原註）XV S.286,c.198.（ニーチェの作品からの引用はすべて，1905年出版開始の 19巻より成る新版 Neue
Ausgabeによる。いわゆるグロースオクターフ版。引用箇所を示す原注は，巻頁章または節，整理番号を記す。
巻VⅢは『アンチクリスト』，巻XVは『力への意志』―括弧内は桒原補記―）
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の意，またHeidenthumは「ギリシャ文化，ヘレニズム」の意で用いられている。原則として，邦訳に初
出の際のみ，〔ギリシャ的〕〔反ギリシャ的〕などの補足を付した。読者は邦訳語「異教」は，「ギリシャ文
化，ヘレニズム」の意で理解されたい。なお，heidnischの語義については，本稿のⅡ.で詳述する。
5（桒原注）引用符 ・ ・は桒原が付記。
6（原註）VⅢ S.468,c.438.
7（桒原注）「土着宗教の」の原語はdeseigentlichenHeidentums「土着の異教の」
展していたと，ニーチェは見ている。プラトンについてニーチェは次のように言う「彼は，ポリス，
競技，軍事的手腕，技芸と美，秘儀，伝統と先祖への信仰等から，人間の諸々の本能を引きがして
しまった。プラトンは，貴族を誘惑する者であった。つまり，プラトン自身が，平民ソクラテスを通
して貴族を誘惑するのである。 プラトンは，生粋の『高貴なギリシャ人』の存立条件をことごと
く否定した。彼は，日常の諸々の実践の中に弁証法を採用し，暴君どもと共謀して未来志向の革新政
治を行い，人間の本能を，古き善きものから完全に解き離してしまった。古きものからの本能解離の
模範例を示したのである。彼は，およそ反ヘレニズム的なものの全てに，深く情熱的に没入したので
ある...」8「道徳狂信（つまり，プラトン）は，異教〔ヘレニズム〕を破壊した。諸々の貴重なものの
価値を転覆せしめ，無垢なる異教に毒を盛ることによって，破壊したのである。」9
というような次第で，異教の破壊は，キリスト教伝来のずっと以前から進行していたのであり，そ
もそもキリスト教が受容され功を奏するための前提となったのであった。イエスの平和の教えは，か
かる反異教運動によって貪るがごとくに吸収され，異教解体の過程を頗る加速することとなった。し
かり，イエスの平和の教えは，夙に密かに進行していた反異教運動の先頭に立ち，異教殲滅を意識的
に促進したのである。プラトンの「道徳狂信」について述べられているのと同じ箇所に，また，次の
ように述べられている。曰く，キリスト教は「心理的な腐敗の中から生じ，もっぱら腐敗した土地に
のみ根を張っていった」10「『キリスト教』は，キリスト教の創始者が自ら実行し，又欲したものとは，
根本的に異なる何ものか，になった。キリスト教は，古典古代における大規模な反異教運動であり，
キリスト教の創始者イエスの生と教えと『言葉』を使って，自らを形づくり表現した。が，その際，
キリスト教の創始者の生と教えと『言葉』を，創始者自身を突き動かしていた欲求とは根本的に異な
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8（原註）VⅢ S.465,c.435.プラトンに対するニーチェの判決の根拠は，夙に『悲劇の誕生』の中に詳細に
述べられている。『アンチクリスト』に於いては，ニーチェのプラトン拒絶は，更に，激しく鋭いものとな
る。例えば『アンチクリスト』弟八章（69頁）には，ソクラテスとプラトンについて，次の様に述べる。曰
く，彼ら（ソクラテスとプラトン―桒原補記―）は「衰退の兆候」であり，「ギリシャ解体の道具」であり，「似
非ギリシャ的」であり「反ギリシャ的」である，と。そして，1872年の自著『悲劇の誕生』を参照するよ
うにと，はっきり指示している。指示された『悲劇の誕生』の168頁には，プラトンについて次のように述
べている。曰く，彼は「ギリシャ人の最も深い本能のすべてから離れて迷い，徳を説いて誘惑し，どっぷり
と説教漬になり，実にキリスト教の前世というべき存在となった」「そこで私は，プラトンという現象の総
体を表すには，『高級詐欺』あるいは，お好みとあらば，理想主義の名を以って呼ぶのが，他のどんな呼称
より適当であろうと思うのである。」
9（原註）XV S.469,c.438.
10（原註）ニーチェは，プラトンを批評したのとほぼ同じように，ストア派を批評している。ストア派は，ギ
リシャ内部の反異教運動の指導的勢力であった，と評するのである。例えば，『力への意志』XV，284頁に
は，次のように述べられている。「反異教運動は，自らに哲学的根拠を与え，自らの存在を可能にしようと
試みた。そのとき，格好の拠り所として嗅ぎ付けたのが，古代の文化の中に存在していた両義的曖昧な性格
の人物達である。とりわけ，プラトンであった。本能からして反ギリシャ人にして，セム人であるプラトン
であった...。また，同様に反異教運動が拠り所として嗅ぎ付けたのは，ストア主義であった。本質的に，
セム人の作品であるストア主義であった。（『尊厳』とは何か？ 『尊厳』とは，厳格さや戒律である。徳とは何か？
徳とは，偉大さや自己責任や自律性であり，個人の優れた独立性を意味する。 こうした考えは，まさにセム人のもの
である。ストア主義者は，ギリシャの衣を纏い，ギリシャの言葉を喋るが，どっこい実は立派なアラブの首長なのである。）」
更に，1887年1月9日ニッツア発，オーヴァーベック宛書簡（361頁）を参照されたい。この書簡には次の
ように書かれている。「ちょうど今，ジンプリチウスがエピクテトスについて述べた意見を読んでいるとこ
ろだが，頭を過ぎるのは次のような想いだ。キリスト教は，ある哲学的な図式の上に，自分自身の姿を刻印
る欲求の図式に則って，徹底的に恣意的に解釈して利用したのである。すなわち，既に存在していた
ありとあらゆる地下組織の宗教の言葉に移し換えたのである。」11
上に述べたような歴史観を以って臨まないかぎり，ニーチェのキリスト教に関する諸見解を理解す
ることは出来ない。その諸見解とは，以下のようなものである。曰く，キリスト教は，歴史的に見れ
ば，本質的になんら新しいものではない。キリスト教は新しいものではなく，むしろ，異教〔ヘレニ
ズム〕文化の最盛期に既に始まっていた反異教運動が極めて過激な形で現れたものである。「ユダヤ
の不機嫌な小理屈に感染した」最初の思想家プラトンを以って始まったことは，後にストア派と諸々
のギリシャ神秘宗教の手をとおして，ローマ帝国群民の共通財産となる。すなわち，民族的および人
種的に根無草と成り果てたローマ帝国群民の持ち物となるのである。人々が，夙に大衆向けのプラト
ン主義に惑わされ，本来の異教的人間像が分らなくなり，異教文化自体が既に完全な解体状態に陥っ
てしまったとき，世にキリスト教受容の機は熟したのである。
この認識から，ニーチェがどういう訳で，キリスト教を一方で「老いて古くなった古典古代」12の
宗教と呼び，他方で「大衆向けのプラトン主義」13と呼ぶことになるのか，事の次第が理解可能とな
る。その根拠はまさに以下の点にある。まず，ニーチェの見解によれば，プラトン主義は，生に敵対
的なものであるが，そのプラトン主義が，異教的人間像を破壊したこと。また，異教的人間像の破壊
によって，既に世の中は，キリスト教受容に向けて態勢が整ったこと。更に，キリスト教は，異教的
人間像破壊の過程を著しく加速し，よって以って人類が「古典古代の文化の稔りを収穫することを駄
目にしてしまった」14こと，である。このように考えるとき，キリスト教は，何らかの始まりではな
く，一個の終焉である。言い換えれば，キリスト教は，既に数世紀も前から瓦解の進行していた異教
文化の没落の産物である。それ以来，キリスト教は，異教的な人間の再 生
ルネサンス
，言い換えれば，生を肯
定する人間の再 生
ルネサンス
の試みの一切に対し，一貫して容赦ない戦いを挑んできたのである。
II.heidnisch「異教，異教的」の語義について
以上が第四章前半の邦訳である。この邦訳に用いた「異教」「異教的」という訳語については，い
くらか解説を要すると思う。というのも，一神教の支配的な地域でこそ，また「異教」という言葉も
実感を伴って響くのであろうが，必ずしも一神教の支配しない地域では，「異教」と聞いても，読者
にはその意味がすぐにはピンと来ないのではなかろうか，と危惧するからである。
「異教」とは，一般的には「自分の信ずる宗教とは違う宗教」の意であるとされるが，状況によっ
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した。キリスト教が下敷きにした哲学的図式の全貌は，エピクテトスの哲学の中にありありと見ることが出
来る。そんな訳で，一人の『異教の』哲学者の著書が，およそ考えうる限りのキリスト教的な印象を読者に
与えるということになった。（ただし，以下の点は別である。キリスト教の全心情世界と病理学，例えばパウロが口
にしたような『愛』，『神への怖れ』等等は，この哲学者の著書には含まれていない。）」すべての事実問題を，道徳の
名で誤魔化すまやかしが，この著書でまさに花盛りである。憐れむべき心理学。およそ哲学者たるべき者が，
ここでは『田舎の牧師』になりさがっている。 そして，これら全てについて，責任はプラトンにある！
プラトンこそは，後々までヨーロッパ最大の厄介者である！
11（原註）XV S.283,c.195.
12（原註）IIIS.122,c.224.
13（原註）VIIS.5,Vorrede.序言
14（原註）VIIIS.309,c.60.
ては，「自分の信ずる宗教とは違うあ
・
る
・
特
・
定
・
の
・
宗教」を指して，「異教」「異教的」と呼ぶ。
上のテキストに頻出する「異教」とは，キリスト教という一神教の立場から見たある特定の文化の
ことである。端的に言えば，キリスト教の立場から見た「ギリシャの古典古代文化，ヘレニズム」の
ことである。この点を十分に認識していなければ，当テキストの文脈を正確にむことは困難であろ
う。いずれにせよ，「異教」「異教的」という言葉は，我々にはあまりなじみの無い言葉であると言え
ようが，ひとたび一神教支配圏の文献を読むとなれば，避けては通れない概念でもある。それゆえ，
ここで「異教，異教的」heidnischという言葉について，その語源，用法，意味について概観し，理
解を深めておきたいと思う。新高ドイツ語ではheidnischはHeideの形容詞であるから，直接には
Heideについて，以下にその語源，用法，意味を調べる。
Heideの語形と語源について
［グリム］ Heideの語形と語源について，まずグリムの説から見ていきたい。新高ドイツ語には，
一般に「荒野」を意味するHeideと，一般に「異教徒」を意味するHeideとあり，前者が女性名詞，
後者が男性名詞として区別されることは周知のとおりである。グリムによれば15，後者の意の男性名
詞heideは，その元をれば「耕作不能の広野」の意の女性名詞heideの形容詞として生じたもので
あるという。古形はheiden.キリスト教の伝来以後，「平地の住民でキリスト教の教義に抗して古い
信仰を持ち続ける者」を表すラテン語のpaganusに準
なぞら
えて作られた，という。このラテン語を模倣
したのは，ロ－マと緊密な接触のあったドイツ部族達に違いない，とグリムは言う。paganusとい
う言葉を，紀元四世紀来，導入されたばかりの最新の意味で用いていたロ－マの教父達と親交のあっ
たドイツ部族達に違いない，というのである。グリムはまたheide，heidnischという概念を表すゴ
ート語とギリシャ語とのがりに触れている。ゴート族はheide，heidnischという概念を表すに当
り，ギリシャ語の語法にならって表現した，というのである。16
グリムによれば，ギリシャ語の語法にならったゴート族を除いて，すべてのドイツ部族にこの言葉
は共通である。古高ドイツ語heidan，中高ドイツ語heiden，古ザクセン語hedinなど。
17当初はも
っぱら形容詞的に使われていたが，八世紀には最初の名詞的用法が認められるという。中高ドイツ語
においては，名詞的用法は最早まったく普通のこととなる。とはいうものの，新高ドイツ語において
も，形容詞的用法の痕跡が一つある，としてグリムはその例も挙げている。
名詞的用法が通例となった中高ドイツ語heidenの1格，即ち最後に-nのついた形は,なお十七世
（25）
15（以降の注はすべて桒原による。）DeutschesWorterbuchvonJacobundWilhelm Grimm.Band10.
VerlagvonS.Hirzel.Leipzig,1877. 以下，辞書によって字体や記号表記は異なるが，本稿では各々の
表記に従った。
16 例として，新約聖書マルコ福音書第七章二十六に，ギリシャ語 ・・・・・・
ヘ レ ニ ス
「Helens，ギリシャ女性」に形容
詞hai・nsの弱変化女性形hai・noを充てているという。この点についてグリムはひとつの保留を付して
次のように言う。「ただし，この言葉hai・noが既にウルフラ聖書に於いて使用されていたのか，あるいは，
この語の起源はむしろ後のゴート人のイタリア滞在にあるのではないか，そのとき書写した誰かがテキスト
に持ち込んだものではないのか，という疑問は残る。」ちなみに，ルターは新約聖書当該箇所のギリシャ語
・・・・・・
ヘ レ ニ ス
を文字通りeingriechischesWeibと訳している。
17 アングロザクセン語hden，フリース語hethin，hethen，古ノルド語heidinn.
紀まで部分的には残存した。18しかし，十五世紀から最後の-nを捨て，その格変化をjude「ユダヤ
人」の格変化に合せる動きが強くなり，十六世紀にはheideという形は一般的に認められるようにな
っていた。ちなみにこの推移は，judeという語がheidenという語とよく結びついて用いられるとい
う事情より生じた，とグリムは説く。
［ハイネ］ ハイネ19の説明も，グリムとほぼ同じである。元来，女性名詞heideの形容詞形で，ラ
テン語paganusに準
なぞら
えて作られたとする。paganusは，教父アウグスチヌス以来，国教のキリスト
教に帰依しない者を指して用いられた，という。また，ゴート語で女性形hai・noの用例がひとつあ
ることにも触れている。20後のゲルマン人の言語では共通である，とする点も，グリムと同じである。
名詞的用法への移行については，既に中高ドイツ語において名詞的用法が広まり，新高ドイツ語にお
いてはもっぱら名詞形となった，とする。また，グリムと同様に，heidenの形は十七世紀まで所に
より用いられたが，-nの消えたheideの形は，すでに十五世紀に成立した，とする。グリムは，
heideの形の成立について，judeの格変化の影響に触れているが，ハイネはchrist「キリスト，キリ
スト教徒」の語形と比較して説明している。heidenからheideへの語形の移行は，christenの形に
対してchriste，christの形が生じた21のと同じ経過であるとする。また，heideの形は十五世紀にも
っぱらルターによって使用された，とする。
［マイヤー］ 次に，マイヤー百科辞典22を見てみよう。マイヤーは，まずheideの字義は「低いと
ころにある，文化的に未開の状態にある，粗野な」であるとして，ラテン語paganusとのがりを
説く。マイヤーによれば，ラテン語paganusは，初め「田舎者」の意味で，そこから後に「不信心
者」を表すようになった。23最初は「文化的に遅れた地方の住人」を意味したheideも，ラテン語
paganusの意味の変遷に沿って意味が移っていった，というのである。更に，heideは，ゴート語の
haithi24「農民」から生じたとも考えられるし，また，中高ドイツ語のheide「人の住まない（森林）
地帯」から生じたとも考え得るとして，ゴート語haithiあるいは中高ドイツ語女性名詞のheideと
のがりを示唆している。
（26）
18 グリムは，「この形は，現在でもheidenisch，heidnischという形容詞にその音を留めている」と付記して
いる。
19 DeutschesWorterbuchvonMorizHeyne.ZweiterBand.ZweiteAuflage.VerlagvonS.Hirzel.
Leipzig,1906
20 注16参照。ハイネもグリムと同様に，聖書にゴート語hai・noが用いられた時期については疑問を呈して，
次のように言う。「これは，おそらく最初のテキストではなく，ゴート人のイタリア滞在の折にこの語が充
てられたものと思われる。」
21 christenの形に対してchriste，christの形が生じる過程については，以下の拙稿を参照されたい。「エルン
ストベンツ著『キリスト教と教会の歴史についてのニーチェの観点』第三章 教会の背教訳と解説」
昭和女子大学 学苑 775号 平成17年5月。
22 MeyersEnzyklopadischesLexikonin25Banden.Neunte,voligneubearbeiteteAuflagezum 150
jahrigenBestehendesVerlagesBibliographischesInstitut.Mannheim/Wien/ZurichBand11.:Gros-
He
23 これは，グリムがキリスト教伝来の四世紀以後，ラテン語paganusに「平地の住民でキリスト教の教義に
抗して古い信仰を持ち続ける者」という新しい意味が付与された，としているのと符合する。
24 元来の表記はhai・iであるべきだと思われるが，ここではマイヤーの表記のままhaithiとした。
上記のように，グリムもハイネもマイヤーも，heideの語義とラテン語paganusのがりに言及
している。更にグリムとハイネは，heideは元来「耕作不能の広野」の意の女性名詞heideの形容詞
として生じたものとし，マイヤーもその可能性を否定していない。しかし，フィッシャーの『ゲーテ
語彙辞典』25は，heideはラテン語のpaganusに倣って作られたとされる，と記すものの，女性名詞
heideとがりがあるかどうかは疑わしい，としている。
［プファイファー］ ところで，プファイファーの語源辞典26は，heideとラテン語 のpaganusと
のがりには言及していない。プファイファーによれば，heideの名詞形は八世紀の古高ドイツ語で
はheidanであり，中高ドイツ語および中低ドイツ語ではheidenである。形容詞形は古高ドイツ語
でheidan，heidanisc.プファイファーは，これらはゴート語のhai・no（新高ドイツ語Heidinの意）
にがり，このゴート語の後に出来たものであるという。さて，プファイファーもグリムと同様，ゴ
ート語のhai・noとギリシャ語のがりに言及する。まず，ゴート語hai・noはマルコによる福音書
の第七章二十六で，ギリシャ語Helens（ ・・・・・・）（新高ドイツ語Heleninの意）即ち「ギリシャ女性」
言いかえれば「非ユダヤ女性」を表す言葉として用いられていることを指摘する。そして，このゴー
ト語の語形hai・noは，ギリシャ語に源を持つとする。すなわち，新約聖書のギリシャ語で，本来
「諸民族」の謂いのtaethne（・a・・・・）を借用して，それを単数形にしたものであることがうかがわ
れるという。元のギリシャ語ethne（・・・・）に，後期ギリシャ語の気音化によりh-が加わり，ゴート
語のhai・noが成立したものと推測される，というのである。プファイファーによれば，ゴート語
hai・n-のaiは，ギリシャ語ethneを借用してゴート語を作る際に，εをaiとしてゴート語の中に
置き換えたものということになる。また，こうして出来たゴート語hai・n-は，本来「ある民族」を
意味するということになる。
heideとラテン語paganusとのがりについては触れないプファイファーは，ここで更にゴート
語hai・n-（heide）と別のゴート語とのがりを示唆している。ゴート語hai・n-は「野，農夫」を意
味するゴート語hai・iと結びつけて考えられるようになり，「異郷の（非キリスト教徒の）民に属し，
原始のままの耕作されていない土地に住んでいる」という意味で理解されるようになったと推測して
いるのである。
上に見たように，一般に「異教徒」を意味する新高ドイツ語Heideの語形と語源については，ロ
ーマの教父達の用いていたラテン語paganusの模倣，新約聖書のギリシャ語とゴート語hai・n-との
がり，「農夫」の意のゴート語hai・iとのがり，「耕作不能の広野」の意の女性名詞heideとの
がりなどが論じられるが，論者によって見方に違いがある。最も大きな違いは，グリムとプファイフ
ァーの違いであると思われる。グリムは，ゴート族を除く他のすべてのドイツ部族において，「異教
徒」の意のheideは，「荒野」の意のheideを基に，ラテン語paganusの新しい語義を取り入れて形
成されたが，ひとりゴート族のみは，ギリシャ語の語法に倣ったとする。他方，プファイファーは，
（27）
25 Fischer,Paul:Goethe Wortschatz.EmilRohmkopfVerlag,Leipzig,1929
26 Etymologisches Worterbuch des Deutschen. Erarbeitet von einem Autorenkolektiv des
ZentralinstitutsfurSprachwissenschaftunterderLeitungvonWolfgangPfeifer.H-P.Akademie-
Verlag.Berlin,1989
新約聖書のギリシャ語taethne「諸民族」に源を発するゴート語hai・n-が，古高ドイツ語heidan，
中高ドイツ語および中低ドイツ語heidenにがり「異教徒」の意のheideが生じた，としているよ
うである。上に紹介した諸説からうかがえるのは，この言葉はキリスト教伝来に伴い，非キリスト教
徒を指すのに用いられていたラテン語あるいはギリシャ語から影響を受けつつ，土着の言葉hai・iあ
るいはheideと融合して出来たと考えられる，ということであろう。
Heideの意味と用法について
次に，一般に「異教徒」の意とされる男性名詞Heideの意味と用法について，意味の変遷や用例
を主としてグリムに依拠して見ておきたい。
① 旧約聖書の語法 ユダヤ民族 対 heide
グリムがまず最初に言及するのは，旧約聖書における用例である。旧約聖書の語法ではheideは，
唯一の選ばれた民族すなわちjuden（ユダヤ人たち）27への対立物を意味する，とグリムは記す。
dennwoisteinvolkauferden,wiedeinvolkIsrael?...welchesdudirerlosthastvonEgypten,von
denheidenundirengottern.（2Sam.7,23）
地の何れの國か汝の民イスラエルの如くなる...即ち汝がエジプトより贖
あがな
ひ取たまひし民のより國々の人
と其
かみ

がみ
を
おひ
拂
はら
ひたまへり（サムエル後書 七二三）
28
heischevonmir,sowilichdirdieheidenzumerbegeben,undderweltendezumeigenthum.
（ps.2,8）
われに求めよ さらば汝にもろもろの國を嗣業
ゆ づ り
としてあたへ地の極
はて
をなんぢの有
もの
としてあたへん
（詩	 二八）
erthutgroszezeichenundwunderunterdenheiden,dennerhatalezeitunterscheidgehalten,
zwisschenseinem volkunddenheiden.（stuckeinEsther9,6）
29
主は國々の民に大いなる

しるし
と御
み
技
わざ
を現し給ふた 主の民イスラエルと國々の民を常に區別し給ふたからであ
る（聖書外典 エステル書補遺 七，六）30
（28）
27 Judeの複数形。以下，単数形と複数形の使い分けは，グリムによる表記のままとする。
28 聖書からの引用は，特に別記しない限り，グリム掲載の正書法のまま引用した。また，邦訳は特に別記しな
い限り，以下の書に拠る。『舊新約聖書』 日本聖書協会 東京 1975.また，本稿Ⅱ Heideの意味と用法
についてにおける引用文および訳文中の下線は，桒原による。
29 グリムはstuckeinEsther9,6を出典としている。桒原は，9,6という表記で探索出来なかったので，以
下の原典の1949頁にあたってテキストを確かめた。グリムによる出典表記9.6は7.6とすべきではないか
と思われる。引用聖書テキストのドイツ語表記はグリムの表記に従った。Dr.MartinLuther:Diegantze
HeiligeSchriftDeudschWITTENBERG 1545LetztezuLuthersLebzeitenerschieneneAusgabe.
HerausgegebenvonHansVolzunterMitarbeitvonHeinzBlanke.TextredaktionFriedrichKur.
MANFRED PAWLAK VERLAGSGESELLSCHAFT MBH.,HERRSCHING Ｃ○Rogner& Bernhard
GmbH & Co.,VerlagsKG,Munchen.LizenzausgabefurManfredPawlak,Verlagsgeselschaft
mbH.,Herrsching.1949頁
30 桒原訳。
② 新約聖書以降の語法 キリスト教徒とユダヤ人 対 heide
さて，キリスト教徒は自らをユダヤ人の後継者と見なしていたので，新約聖書以降の語法ではキリ
スト教徒とユダヤ人 対 heideという対立が際立つようになるとして，グリムは新約聖書から用例を
挙げている。
wennihrbetet,soltirnichtvielplappern,wiedieheiden,dennsiemeinen,siewerdenerhoret,
wennsievielwortmachen.darumbsoltireuchinennichtgleichen,ewervaterweis,wasir
bedurfet,ehedennirinbittet.（Matth.6,7）
またるとき，異邦人のごとく徒
いたづ
らに言
ことば
を反
くり
復
かへ
すな。彼らは言
ことば
多きによりて聽かれんと思ふなり。さらば彼
らに效
なら
ふな，汝らの父は求めぬ
さき
に，なんぢらの必なる物を知りたまふ。（マタイ傳 六七）
...gabensiemirundBarnabasdierechtehandundwurdenmitunseins,daswirunterdieheiden,
sieaberunterdiebeschneitungpredigeten.（Gal.2,9）31
...ヤコブ，ケバ，ヨハネは，誼の印として我とバルナバとに握手せり。これは我らが異邦人にゆき，彼
らが禮ある	に往かん爲なり。（ガラテヤ書 二九）
aufdasdersegenAbraheunterdieheidenkeme,inChristoJhesu,undwiralsodenverheiszen
geistempfiengen,durchdenglauben.（Gal.3,14）
これアブラハムの受けたる
のイエスキリストによりて異邦人におよび，且
かつ
われらが信仰に由
よ
りて約束
の
み
靈
たま
を受けん爲なり。（ガラテヤ書 三一四）
グリムによれば，以上の用例に見られるような新約聖書の考え方から，人は夫々の信仰に鑑みて
juden（ユダヤ人）か，christen（キリスト教徒）か，heiden（異邦人）32かに区別されるようになった
という。
③ イスラム教徒がheideとされる例
またグリムは，イスラム教徒は，はっきりとheidenに数えられている，それどころかheidenとい
う語でもっぱらサラセン人を指すこともしばしばである，と指摘していくつか用例を挙げている。そ
のうちの一例を以下に引く。
4.Bothe....Denn schon sindaleHeiden aufdem Zuge,/DesSultansmacht・geFlotteist
gelandet,（TIECK kaiserOctavianII.2）33
四人目の使者:...もはやすべてのイスラム教徒が出陣しております。/スルタンの強大な部隊が上陸した
のです。（ティーク:オクタヴィアヌス皇帝 第II部第二幕）
（29）
31 グリムはwurdenmituns以下を引用しているが，桒原がルター聖書によってその前を補った。ただし，
書法はグリムの書法に合せた。
32 heideの複数形。以下，単数形複数形の使い分けは，グリムによる表記のままとする。
33 LudwigTieck:LudwigTieck・sSchriften.ErsterBand.KaiserOctavianus.InzweiTheilen.Berlin,
beiG.Reimer,1828.227頁
次にグリムが，heidenthumの項に採録している用例から，イスラム教徒がheideとされている例
を一例挙げておく。
Dennach!dasarmeKindlagnochim Heidenthum,/Undglaubt・anMahomed,unwissendzwar
warum.（WIELAND Oberon6,23）34
ああ！ この哀れな子はいまだに異教のなかにあるのだ /そしてマホメットを信仰しているのだ，何故か
は知らないままに。（ヴィーラント:オーベロン 第六歌23）
④ 一神教徒（ユダヤ人，キリスト教徒，イスラム教徒）以外を指すheide
ところが一方，時代が下ると，イスラム教徒は一神教徒であるとしてheidenからは除外されるの
が普通になる，としてグリムはいくつかの用例を挙げている。ここでは，一神教以外の宗教がheiden
と呼ばれているということになる。ちなみにフィッシャーの『ゲーテ語彙辞典』35は，Heideの項に
簡単に「唯一神の信奉者でない者」とのみ記す。ハイネもこの言葉の語義として，まず冒頭に「唯一
神の信奉者でない者」を挙げ，その後に他の語義と用例を挙げている。
⑤ 非キリスト教徒を指すheide
更には，ユダヤ教，キリスト教，イスラム教の三宗教の違いはさて措き，中高ドイツ語ではheide
は，未だ，或いは最早，キリスト教への正統的信仰を持たない者のことを云うようになった，として
グリムは用例を挙げている。そこからまた，heidenは古典古代の諸民族を指すようになった，とす
る。ちなみにハイネは，キリスト教以前の人間でユダヤ人以外の者を指す，と記している。
Sarkophagen und Urnen verzierteder HeidemitLeben:/ Faunen tanzen umher,mitder
BacchantinnenChor/MachensiebunteReihe;...（GOETHEVen.Epigr.1,1.）36
石棺と骨壼にギリシャ人たちは，生命あるものを描いて装飾した。バッカス信徒たちは酔い痴れ，歌い，牧
羊神は跳ね回り，賑やかに列をなして躍り回った。（ゲーテ:ヴェネチア箴言 1,1.）
またグリムは，古典古代の諸民族を指すheideを合成語に使った例をゲーテの『ファウスト』から
ひとつ挙げている37。
（30）
34 グリムは用例を引用する際，名詞を小書する正書法によって表記しているが，その用例を本稿に採用するに
当たっては，桒原が参照した原典の正書法に従って表記した。（ただし，聖書からの引用は，この限りではない。
注28参照。）引用文末尾の出典表記は，原則としてグリムの表記のままとするが，必要に応じて桒原が補っ
たものもある。参照した原典はその都度注記する。ChristophMartinWieland:SAMMTLICHEWERKE
ZweyundZwanzigsterBand.OberonErsterTheil.BeyGeorgJoachim Goschen.Leipzig,1796.257
頁（復刻版 C.M.Wieland:SammtlicheWerkeVII.Band22HerausgegebenvonderHamburger
StiftungzurForderungvonWissenschaftundKulturinZusammenarbeitmitdem Wieland-Archiv,
BiberachRi,undDr.HansRadspieler,Neu-Ulm.Hamburg1984.）
35 注25参照
36 GoethesWerke.KleineAusgabe.Im VereinmitG.A.Boucke,M.Hecker,T.Wahle,D.Walzel,R.
Weber.HerausgegebenvonRobertPetsch.KristischedurchgeseheneAusgabemitEinleitungen.
ErsterBand.GedichtebearbeitetvonE.A.BouckeBibliographischesInstitut.Leipzig.176頁
37 グリムは69701を引用しているが，桒原は一行補って引用した。
Mephistopheles: Manch Brockenstucken ware durchzuproben, / Doch Heidenriegel find・ich
vorgeschoben./DasGriechenvolk,estaugtenierechtviel!（GOETHEFaust69702）38
メフィスト:そりゃあ，ブロッケン式の術なら，ためしていいのもだいぶある。/だが，異教徒どもの世界
には，どうもそれは持ちこめないしなあ。/いったいギリシア人というのはだな，これというはたらきを
したことのない民族だ。（ゲーテ:ファウスト 69702行 手富雄訳）
39
古典古代の諸民族を指す用法からは，更に比喩的な用法も生じている。すなわち，キリスト教の考
え方から離れ，古典古代の考え方に接近した人は，多少非難の意味を籠めてheidenと呼ばれる，と
して，ゲーテがheidenと称される例が挙げられている。
・
DergroeHeide・istnamlichderName,denmaninDeutschlanddem Goethebeilegt.（H.HEINE
ZurGeshichtederReligionundPhilosophieinDeutschlandⅢ.）40
偉大なる異教徒とは，ちなみに，ドイツで人々がゲ－テに与えた呼称である。（ハインリッヒハイネ:ドイ
ツの宗教と哲学の歴史に寄せて 第Ⅲ巻）
そして次第に，キリスト教徒（信仰者）とheiden（不信心者）の対立が鋭くなっていった例として，
グリムは数例挙げているが，その内のひとつを引用する。
MOHR.Stehnwirsomiteinander?
・
Ｗｉｌｌ ｉｃｈ ｄｉｃｈ ｎｉｃｈｔ ｍｅｈｒ ｉｎ Ｇｅｎｕａ
ａｕｆｈａｌｔｅｎ．・Dasheitausdem ChristlicheninmeinHeidentum verdolmetscht:Wennich
Herzogbin,laichdengutenFreundaneinengenuesischenGalgenhangen.―...Nein!ausdiesem
WirrwarrhelfsicheinChrist,dem HeidenistdasRatselzuspitzig―― IchwileinenGelehrten
fragen.（SCHILLER Fiesko3,7）41
モーア: 旦那とわっしとのあいだはこういう鹽になったか。「これ以上おをゼノアにおかんつもりだ」
とかいったな。こいつをキリスト徒の句から，こちとらの句にいいかえるとだ，「わしが公になっ
た曉にゃ，働いてくれた仲間をゼノアの仕置臺にぶら下げてやる」てなことになるんだ。...どうもいけね
え，こうこんがらがっちゃあ！ キリスト徒ならいざ知らず，囘徒のこちとらにゃ，ちょいと見當がつ
かねえ。  こりゃ，學	先生にでも訊いてみるとするか。（シラー:フィエスコの
亂 第三幕第七
景 野島正城譯）42
⑥ 非正統的キリスト教徒を指すheide
更には，同じキリスト教徒の中でも，正統的キリスト教徒から見て，非正統的キリスト教徒とみな
される者もheideと呼ばれるようになるとして，グリムもハイネも次の用例を挙げている。ちなみに
（31）
38 注36参照。注36と同じ全集の第3巻。DritterBand.Faust.BearbeitetvonRobertPetsch.305頁
39 ゲーテ:ファウスト 悲劇第二部（上） 手富雄訳 昭和五十年 中公文庫 168頁
40 Heinrich-Heine-Sakularausgabe,AkademieVerlag,1970ff,Bd.8ZurGeshichtederReligionund
PhilosophieinDeutschlandⅢ.212頁
41 FriedrichSchiler:GesammelteWerkeinfunfBanden HerausgegebenvonReinholdNetolitzky
SigbertMohnVerlagErsterBandDramatischeDichtungenI.237～238頁
42 シラー:『フィエスコの
亂』野島正城譯 岩波文庫 昭和二十八年 133～134頁
ハイネは具体的に，カトリック教徒に対するプロテスタント教徒を指してheideと呼ぶ，と記している。
SENI:...NichtdiesenHeiden（denSchweden）43uberliefredich,/DieKriegmitunsrerheilgen
Kirchefuhren.（SCHILLER WalensteinstodⅢ.5,5）
44
ゼーニ:...どうかこの我々のき法
おしへ
に
（ママ）
仇する異端邪宗門の徒輩に殿下の御身をお委ねばさぬやう。（シ
ラー:ヴァレンシュタインの死 第三部第五幕第五景 関口存男訳）
45
＊＊＊
以上に，いくつかの辞書によって，一般に「異教徒」と訳されるドイツ語Heideの語源と語形，
またその意味と用法について検討した。一口に「異教徒」といっても，この言葉が用いられる時代や
背景によって，それが指すものはさまざまに異なることが分かる。その都度，何者を指して「異教徒」
と呼んでいるのかを，正確に把握しなければ，文意を取り損なうことになりかねない。本稿のニーチ
ェのテキストに頻出するheidnischの用法は，上の分類に当てはめれば，⑤の「キリスト教化される
前の古典古代の諸民族」を指す用法ということになろう。ニーチェは，キリスト教から見た「古典古
代のギリシャ人」を指して，Heide，heidnisch「異教徒，異教的」と呼んでいるわけである。このこ
とを十分理解しておくことは，上のニーチェのテキストを読む上で大いに役立つものと思う。
（くわばら かやこ 総合教育センター）
（32）
43 括弧内の補足は，グリムによる。
44 注41参照。注41と同じ全集の第2巻。ZweiterBandDramatischeDichtungenⅡ.259頁
45 シラー:『ヴァレンシュタイン』関口存男生誕100周年記念著作集 翻訳創作8 三修社 1994.599頁
